
Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 6 1 .1 6 9 .0 7 7 .8 8 3 .3 8 8 .9 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
— 4 .3 4 .3 4 .3 4 .3 4 .3 4 .5

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 6 4 .8 8 1 .2 7 5 .9 8 0 .8 7 3 .1 7 5

施策 ４ 　 多様なニーズに対応し た教育の推進

【 項目】
特別支援学級設置率

【 説明】
市立小・ 中学校の特別支援学級設置率

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
特別支援教育に係る 教職員研修達成
度

【 説明】
特別支援教育に係る 管理職等研修会を はじ め、 特
別支援教育に係る 7講座の達成度の平均（ 5段階評
価）

指標１

指標２

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育セン タ ー

・ 進捗は順調です。
・ 「 川越市特別支援教育の推進に関する 計画」 に基づき 、 計画的に特別支援学級を 設
　 置し ていま す。
・ 令和6年度から 、 小学校は特別支援学級が全校設置と なり ま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

担当課評価

【 担当課】

学校管理課

・ 進捗は順調ですが令和5年度の実績値が令和4年度よ り も 減少し ている ため、 今後の
　 取組には改善が必要です。
・ 各学校の諸課題を 明確にする こ と によ り 、 諸課題に対し 計画的・ 意図的な対応が図
　 れま し た。
・ 「 授業規律」 に関し ては全ての配置校において「 向上し た」 と 回答があり ま し た。
・ 学校においては、 教員数が増えたこ と によ り 、 児童生徒・ 保護者への丁寧な対応が
　 図れま し た。 今後も 計画的な配置を 進める と と も に、 臨時講師の効果的な活用や指
　 導力向上について支援し ていき ま す。

指標３

【 担当課】

教育セン タ ー

・ 進捗は順調です。
・ 効率的・ 効果的に研修を 実施する ため、 研修内容に応じ て、 対面・ 集合型研修の
　 他、 オン ラ イ ン 研修( 同時双方向型・ オン デマン ド 型) を 実施し ま し た。
・ 研修内容や方法を 工夫し 、 教職員が児童生徒の個別のニーズに対応でき る 指導力
　 を 身につけら れる よ う な研修の実施に努めま す。

実　 　 績　 　 値

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
臨時講師（ オールマイ ティ ー
チャ ー） 配置の効果調査において
「 向上」 と 回答し た割合

【 説明】
臨時講師配置の効果調査において「 向上」 と 回答
し た割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）
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総合評価

Ａ

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗は順調であり 、 評価も 良好です。
　 個に応じ た指導や支援を 必要と する 児童生徒が年々増加し ていま すが、 保護者や管
理職を 含めた教職員が、 特別支援教育への理解を 深め、 特別支援学級の設置を 計画的
に進める こ と で、 多様なニーズに対応し た教育の推進に係る 取組が順調に進んでいま
す。
　 し かし 、 指標３ に係る 臨時講師（ オールマイ ティ ーチャ ー） 配置の効果について
は、 実績値が減少し ま し た。 「 授業規律」 に関し ては全ての配置校において「 向上し
た」 と 回答があり 、 学校においては、 教員数が増えたこ と によ り 、 児童生徒・ 保護者
への丁寧な対応が図れている こ と から 、 今後も 計画的な配置を進め、 目標達成に向け
た取組を 進めま す。

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 多様なニーズに対応し た教育の推進のために、 正規の教職員以外の多様な形態の人
　 材を 多数配置し ている こ と は評価でき る が、 配置し て終わり ではなく 、 配置し た人
　 材の活用の方法も 含めて、 適切に支援する 取組も 必要である 。
・ 課題である 人材確保は、 人材を 探すこ と と 、 予算を 確保する こ と の2つの視点が必
　 要である 。
・ オールマイ ティ ーチャ ーについて、 指導力のある 教職員を 育てる こ と は非常に大変
　 だと は思う が、 人材確保だけでなく 、 現在の教職員の質の向上も 必要である 。
・ 総合評価について、 順調に進捗し ている 旨の記載と なっ ている が、 施策全体と し て
　 は課題がま だま だある 。
・ 指標になっ ていないが、 川越市においては外国人児童生徒の支援の問題が今後さ ら
　 に重大な問題になっ てく る 可能性がある 。 現に、 各学級には多く の外国人児童生徒
　 も 在籍し ている ため、 次期計画における 指標に加える こ と を検討する 等、 今後の川
　 越市の教育を デザイ ン し ていただき たい。

施策 ４ 　 多様なニーズに対応し た教育の推進

- 40 -



【 施策】 　 ４ 　 多様なニーズに対応し た教育の推進
【 施策の柱】

関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

－

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 学級運営支援員配置　 38名
・ 特別支援教育支援員配置　 62名
・ 特別支援学級の新設準備　 4校（ 芳野小・ 川越西小・ 大東西中・ 高階西中）
・ 発達障害・ 情緒障害通級指導教室担当者への巡回相談　 10回（ 12名）

現 状 ・ 課 題

・ 難聴・ 言語障害通級指導教室及び発達障害・ 情緒障害通級指導教室に通級する 児童生徒は、
　 前年度よ り 増加し ていま す。
・ 特別支援学級に入級する 児童生徒も 、 年々増加し ていま す。

・ 児童生徒の個別の教育的ニーズに応じ た指導・ 支援を 充実さ せる 必要があり ま す。
・ 学校の状況に応じ た学級運営支援員や特別支援教育支援員の配置が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 特別支援教育に係る 研修を 一層充実さ せ、 学校全体の特別支援教育に関する 理解を 深め、 教
　 職員の専門性を 向上さ せる と と も に、 教育的ニーズに応じ た支援を 行う こ と ができ る よ う に
　 し ま す。
・ 各校に在籍する 配慮が必要な児童生徒の状況に応じ た的確な支援が行える よ う に、 指導・ 助
　 言を 行い、 学級運営支援員や特別支援教育支援員の効果的な配置に努めま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 就学相談者　 366名
・ 延べ就学相談実施件数 777件
・ 就学支援委員会の意見と 就学先が合致し た割合 87. 1％
・ 通常の学級、 特別支援学級及び特別支援学校の意見が出さ れたう ちで、 経過観察が必要と
　 なっ た者　 127名（ 意見と 異なる 就学を し た児童生徒44名を 含む）
・ 就学相談セミ ナー 3回

現 状 ・ 課 題

・ 児童生徒一人ひと り の教育的ニーズに応じ て、 就学相談を 進めていま す。
・ 就学相談セミ ナーでは、 特別支援学級やそれぞれの特別支援学校等の様々な学びの場の特徴
　 や就学相談の進め方を 保護者に丁寧に伝える と と も に、 個別に相談に応じ ていま す。

・ 就学児の情報を 収集する こ と が困難なケース があり ま す。
・ 就学相談の件数が年々増加し ている と 同時に、 児童生徒の教育的ニーズが多様化し てき てい
　 ま す。
・ 就学支援委員会の意見と 異なる 就学を し た児童生徒についても 、 各学校や各関係機関と 密に
　 連携し 、 引き 続き 保護者と の信頼関係を 築き ながら 、 就学相談を 進める 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

成 果 実 績

・ 療育支援課の巡回相談担当と 連携し 、 就学児の情報を 得ら れる よ う にし ま す。
・ 必要に応じ て園や学校に観察訪問を 実施し 、 今後の就学相談に活用し ていき ま す。
・ 保護者や児童生徒の思いを 丁寧に聞き 取り 、 児童生徒にと っ てよ り よ い支援の場を 共に決定
　 でき る よ う 助言を し ま す。

細 施 策 ②就学支援の充実

施 策 の 内 容

・ 児童生徒一人ひと り の教育的ニーズに応じ て、 柔軟に学びの場を 選択し たり 、 支援方法を 相
　 談し たり でき る よ う に継続的な就学相談を 行い、 個に応じ た支援に努めま す。
・ 川越市児童発達支援センタ ーや就学前施設、 学校、 保護者等と 情報を 共有し 、 切れ目のない
　 支援を 行いま す。

担当課

教育セン タ ー

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

就学支援委員会の意見と 就学
先が合致し た割合（ ％）

84. 9 87. 2 87. 1

(1 )特別支援教育の充実
担当課

細 施 策
教育セン タ ー

①一人ひと り のニーズに応じ た指導や支援の充実

施 策 の 内 容

・ イ ン ク ルーシブ教育シス テムの構築を 推進し 、 全ての児童生徒が十分に共に学ぶこ と や個に
　 応じ た指導・ 支援が受けら れる よ う に環境の整備に努めま す。
・ 通常の学級に在籍する 軽度言語・ 聴覚障害や発達障害等のあ る 子ど も に対し て、 通級指導教
　 室を 活用し 、 障害に応じ た支援の充実を 図り ま す。
・ 市立小・ 中学校に設置し ている 特別支援学級の児童生徒一人ひと り の実態や障害の特性等に
　 応じ た指導・ 支援の充実に努めま す。
・ 特別支援学級の全校配置に向けて、 今後も 計画的な配置を 進めていき ま す。
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【 施策】 　 ４ 　 多様なニーズに対応し た教育の推進
【 施策の柱】

関連指標

指標２

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標３

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 川越市特別支援教育推進委員会によ る 特別支援教育啓発資料「 よ さ さ がし 」 を 作成
・ 川越市教育委員会免許法認定講習（ 特別支援教育） 　 6講座12日間　 延べ受講者数650名
・ 特別支援教育に係る 研修　 35回　 ・ 発達障害セミ ナー　 18名
・ 特別支援学級・ 特別支援学校授業公開参加者　 196名

現 状 ・ 課 題

・ 特別支援教育に係る 研修を 多く 実施し 、 教職員の特別支援教育への理解を 深めら れる よ う に
　 し ま し た。
・ 川越市教育委員会免許法認定講習（ 特別支援教育） を 初めて開催し 、 多く の教職員の特別支
　 援教育の専門性を 高める こ と ができ ま し た。

・ 教職員や児童生徒、 市民の特別支援教育への理解を さ ら に深める 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 児童生徒の自己肯定感を 高める ため、 「 よ さ さ がし 」 を 各学校に配布し て周知する と と も
　 に、 「 みんななかよ く 」 「 共に生き る 」 を 授業でよ り 効果的に活用でき る よ う にし ま す。
・ 川越市教育委員会免許法認定講習（ 特別支援教育） の積極的な受講を 促し 、 教職員の特別
　 支援教育についての理解を 深めら れる よ う にし ま す。
・ 発達障害セミ ナーの内容を 充実さ せたり 、 パン フ レ ッ ト 「 川越市の特別支援教育」 を 市内
　 公共施設に置いたり する など し て、 市民への特別支援教育の理解・ 啓発を 図り ま す。

施 策 の 内 容

・ 子ど も たちの心の教育・ 学力向上・ いじ めの未然防止等、 各学校における 様々な課題に応
　 じ 、 オールマイ ティ ーチャ ーを 配置し 、 課題解決を 図り ま す。
・ 問題を 抱えた児童生徒や保護者が、 学校、 家庭、 地域、 関係機関と 連携し て課題解決を 図れ
　 る よ う にする ため、 ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカーの配置を 進めていき ま す。
・ 一人ひと り のニーズに応じ た支援の実現のために学級運営支援員や特別支援教育支援員の計
　 画的な配置を 進めていき ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

【 学校管理課】
・ オールマイ ティ ーチャ ー配置　 13校13名（ 小学校4校、 中学校9校）
【 教育セン タ ー】
・ ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカ ー配置 7名
・ 学級運営支援員配置 38名
・ 特別支援教育支援員配置 62名

現 状 ・ 課 題

【 学校管理課・ 教育セン タ ー】
・ 個に応じ た指導・ 支援を 必要と し ている 児童生徒は、 年々増加し ていま す。
・ 学級運営支援員、 特別支援教育支援員を 必要と し ている 学校も 増えていま す。

【 学校管理課・ 教育セン タ ー】
・ 学級運営支援員、 特別支援教育支援員を 必要と し ている 学校から 配置要望は増加し ていま
　 す。 よ り 多く の学校への配置、 そのための人材確保が課題と なっ ていま す。
・ オールマイ ティ ーチャ ー、 ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカーのニーズが多様化し ており 、 対応
　 する ためによ り 専門性を 高める 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 学校管理課・ 教育セン タ ー】
・ 各学校の現状や川越市全体のバラ ン ス を 考慮し 、 オールマイ ティ ーチャ ー、 ス ク ールソ ー
　 シャ ルワ ーカー、 学級運営支援員、 特別支援教育支援員の計画的かつ効果的な配置を 進めま
  す。
・ 多様化する ニーズに対応する ため、 事例検討など の研修を 通し て専門性を 高めま す。

施 策 の 内 容

・ 小学校5年生に「 みんななかよ く 」 、 中学校1年生に「 共に生き る 」 と いう パン フ レ ッ ト を 活
  用し た授業を 行い、 教職員、 児童生徒の特別支援教育への理解と 啓発の推進を 図り ま す。
・ 管理職や特別支援教育コ ーディ ネータ ーに対する 特別支援教育に係る 研修を 充実さ せ、 校内
　 でケ ース 会議を 開く と と も に、 組織でよ り よ い支援の在り 方を 考え、 実践し ていき ま す。
・ 保護者・ 地域・ 関係機関向けのセミ ナーの開催や特別支援学級授業公開を 積極的に行い、 よ
　 り 多く の方の特別支援教育の理解と 啓発に努めま す。

細 施 策 ①多様化する 学校課題を 解決する 事業の推進

細 施 策 ③特別支援教育の理解・ 啓発の推進

(1 )特別支援教育の充実
担当課

教育セン タ ー

(2 )一人ひと り の状況に応じ た支援
担当課

学校管理課・ 教育センタ ー
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【 施策】 　 ４ 　 多様なニーズに対応し た教育の推進
【 施策の柱】

関連指標

－

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 学校から の要請に基づき 語学指導補助員を 派遣
　 日本語指導が必要な児童生徒131名に対し 語学指導補助員を 派遣 23名
　 語学指導補助員の派遣回数 1, 217回
・ 就学手続き の際における 日本語教室等の情報提供
・ 学習者用コ ン ピ ュ ータ 翻訳機能活用についての学校への助言

現 状 ・ 課 題

・ 外国籍の児童生徒数は増加し ていま す。

・ 語学指導補助員や日本語指導員の派遣を 希望する 学校は多く 、 日本語指導が必要な児童生徒
　 が複数おり 、 語学指導補助員の派遣回数を 増やし てほし いと いう 要望も 増えている ため、 各
　 学校への派遣回数を 増やすと と も に、 一人ひと り の支援時間を 確保する こ と が課題と なっ て
　 いま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 語学指導補助員の拡充を 進める と と も に、 配置を 工夫する など し て、 各学校への語学指導補
　 助員の派遣を 進めま す。
・ 日本語指導資格を 持つ語学指導補助員など の人材確保に努めま す。

972 1, 158 1, 217

施 策 の 内 容

・ 各学校に在籍する 外国籍児童生徒のう ち、 特に日本語指導が必要と さ れる 児童生徒に対し
　 て、 語学指導補助員、 日本語指導員（ 中国語） の派遣を 推進し 、 日本語指導や学校生活への
　 適応指導の支援等、 個に応じ た教育の充実を 図り ま す。
・ 日本語指導を 必要と する 児童生徒に対し て、 母国語での支援及び母国語に関わら ず支援でき
　 る 人材の確保を 図り ま す。
・ 関係機関や庁内関係課と 連携し 、 日本語教室等の周知等を 図り ま す。
・ 学習者用コ ン ピ ュ ータ によ る 翻訳機能の活用や、 来日後の日本語指導体制の研究を 進めま
　 す。

成 果 実 績
項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

語学指導補助員派遣回数（ 回）

細 施 策 ②外国人児童生徒支援の充実

(2 )一人ひと り の状況に応じ た支援
担当課

学校管理課
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【 施策】 　 ４ 　 多様なニーズに対応し た教育の推進
【 施策の柱】

関連指標

－

現状

課題

令和５ 年度の
主 な 実 績

【 教育総務課】
・ 育英資金新規貸付決定者数　 入学準備金 12名　 学資金 13名
・ 大学奨学金新規支給決定者数　 5名
【 教育財務課】
・ 新入学児童生徒学用品費等の実施数
　 小学校新1年生285名、 中学校新1年生396名
・ 就学援助認定者数　 小学校2, 540名、 中学校1, 409名
・ 就学援助の判断基準に関する 他市状況の把握

施 策 の 内 容

・ 経済的な理由によ り 就学が困難な児童生徒の保護者に対し て必要な援助が行き 渡る よ う 、 引
　 き 続き 就学援助制度の周知を 行う と と も に、 国や他自治体の動向等を 踏ま え、 認定基準を 含
　 めた適正な制度の在り 方について検討を 行い、 就学援助制度を 推進し ていき ま す。
・ 高等学校、 大学等への進学に対する 支援は、 国及び埼玉県の制度の拡充を 考慮し た上で、 貸
　 付型の育英資金制度の見直し も 含め、 経済的支援を 真に必要と し ている 方のための制度設計
　 を 行いま す。

(2 )一人ひと り の状況に応じ た支援

成 果 実 績

現 状 ・ 課 題

【 教育総務課】
・ 国及び埼玉県における 高等学校や大学への進学に係る 補助制度が充実し ていく 中、 育英資
　 金や大学奨学金の申請者数は減少傾向にあり ま す。
【 教育財務課】
・ 就学援助の認定者数は減少し てき ていま すが、 支給単価は年々上昇し ていま す。

【 教育総務課】
・ 大学奨学金制度は、 篤志家や企業、 ふる さ と 納税など 寄附を 原資と し た川越市大学奨学金
　 基金を 財源と し ていま す。 今後は基金の残高状況を 考慮し つつ、 国等における 高等教育等
　 への支援の動向を 見据えながら 、 制度を 運用し ていく 必要があり ま す。
【 教育財務課】
・ 支給単価が年々上昇し ていく なか、 制度を 維持し ていく ためには、 就学援助の定期的な判
　 断基準の見直し を 行う 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 教育総務課】
・ 多く の方に大学奨学金制度に理解や関心を 寄せていただく ため、 引き 続き 、 制度の周知を
　 工夫し ていく と と も に、 今後の制度運用を 検討し ていき ま す。
【 教育財務課】
・ 他市における 状況調査や、 基準の見直し 後の影響等を 考慮し 、 就学援助の定期的な判断基準
　 の見直し について引き 続き 検討を 進めま す。

細 施 策 ③教育機会均等化のための支援
担当課

教育総務課・ 教育財務課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

就学援助認定者数（ 名） 4, 337 4, 183 3, 949
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